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RENESAS TECHNICAL UPDATE
〒211-8668 神奈川県川崎市中原区下沼部1753
 ルネサス エレクトロニクス株式会社
問合せ窓口 http://japan.renesas.com/inquiry

E-mail: csc@renesas.com

RENESAS TECHNICAL UPDATE TN-16C-A190A/J

発行日 : 2010年9月15日

R32C/116グループ ハードウェアマニュアル Rev.1.00において誤記がありましたので、以下のとおり訂正いた
します。

〈訂正内容〉

•Page 18 of 510
表1.13の「クロック出力」の機能を以下のとおり訂正いたします。

【誤】

fC、f8または、f32と同じ周期のクロックを出力します

【正】

低速クロック、f8または、f32と同じ周期のクロックを出力します

•Page 43 of 510
表4.15のAD0CON2レジスタのリセット後の値を以下のとおり訂正いたします。

【誤】
X00X X000b

【正】
XX0X X000b

•Page 53 of 510
表4.25の I2CSSCR、I2CCR1、I2CCR2、I2CSR、I2CMRレジスタのリセット後の値をそれぞれ以下のとおり
訂正いたします。

製品分類 MPU & MCU 発行番号 TN-16C-A190A/J Rev. 第1版

題

名
R32C/116グループ ハードウェアマニュアルの誤記訂正

情

報

分

類

技術情報

適

用

製

品

R32C/116グループ

対象ロット等
関

連

資

料

R32C/116グループ ハードウェア
マニュアル Rev.1.00
(RJJ09B0564-0100)

レジスタシンボル 【誤】 【正】
I2CSSCR 0000 0000b 0001 1010b
I2CCR1 0000 0000b 0011 0000b
I2CCR2 0000 0000b 0X00 0000b
I2CSR 0000 0000b 0001 000Xb
I2CMR 0000 0000b XXXX 0000b
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•Page 67 of 510
図7.2左側に記載されたアドレスのうち余分な2つを以下のとおり削除いたします。

【誤】

図7.2 プロセッサモード別メモリ配置
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【正】

図7.2 プロセッサモード別メモリ配置
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•Page 69 of 510
図8.1を以下のとおり訂正いたします。

【誤】

図8.1 クロック発生回路のブロック図
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【正】

図8.1 クロック発生回路のブロック図
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•Page 70 of 510
図8.2の注2、注6の文章をそれぞれ以下のとおり訂正いたします。

【誤】

注2.　ベースクロック分周値と周辺バスクロック分周値は、同時に値を変更しないでください。同時に
変更した場合、周辺バスクロックが動作上限周波数を超える場合があります。ベースクロックの周波

数を上げる場合は、先に周辺バスクロック分周値を大きくした後、ベースクロック分周値を小さくし

てください。

注6.　これらの低速クロックの切り替えは、CM3レジスタのCM31~CM30ビットで行います。

【正】

注2.　ベースクロック分周値と周辺バスクロック分周値は、同時に値を変更しないでください。同時に
変更した場合、周辺バスクロックが動作上限周波数を超える場合があります。

注6.　これらの低速クロックの切り替えは、CM3レジスタのCM31~CM30ビットで行います。先に
CM31~CM30ビットでいずれかのクロックを選択した後、このビットを“1”にしてください。

•Page 71, 84, 91, 94 of 510
図8.3のCM01~CM00ビットの機能欄、8.6本文、表8.3、表8.4、表8.5、表8.7の fCをそれぞれ以下のとおり
訂正いたします。

【誤】

図8.3:　fCを出力
8.6:　　fC、f8、または f32をCLKOUT端子から出力できます。
表8.3:　fCを出力
表8.4:　fCを出力
表8.5:　fC選択時
表8.7:　fC選択時

【正】

図8.3:　低速クロックを出力
8.6:　　低速クロック、f8、または f32をCLKOUT端子から出力できます。
表8.3:　低速クロックを出力
表8.4:　低速クロックを出力
表8.5:　低速クロック選択時
表8.7:　低速クロック選択時

•Page 71 of 510
図8.3のCM06ビットに対し、以下の注記を追加いたします。なお、この追加により、元の注8は注9となります。

【誤】

—なし—

【正】

注8.　このビットはウォッチドッグタイマを動作させる前に設定してください。
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•Page 72 of 510
図8.4のCM16~CM15ビットに対し、以下の注記を追加いたします。なお、この追加により、元の注4は注5
となります。

【誤】

—なし—

【正】

注4.　メインクロックを停止させると“01b”になります。“00b”や“10b”にするときは、メインク
ロックの発振が十分安定してから実施してください。

•Page 73 of 510
図8.6の注1に以下のとおり文章を追記いたします。

【誤】

注1.　このレジスタはPRCR2レジスタのPRC27ビットを“1”(書き込み許可 )にした後で書き換えてく
ださい。

【正】

注1.　このレジスタはPRCR2レジスタのPRC27ビットを“1”(書き込み許可 )にした後で書き換えてく
ださい。また、CCRレジスタのBCSビットが“0”(PLLクロック )のときに書き換えてください。

•Page 74 of 510
図8.9の注3内の記述を以下のとおり訂正いたします。また、PM26ビットに対し注5を追加いたします。

【誤】

CM0レジスタのCM05ビット (メインクロックは停止しない )
CM1レジスタのCM10ビット (PLLは停止しない )
注5.　—なし—

【正】

CM0レジスタのCM05ビット (メインクロックの発振 /停止 )
CM1レジスタのCM10ビット (PLLの発振 /停止 )
注5.　このビットを変更するときは、f2nを使用するすべての周辺機能を停止してから書き換えてくださ
い。

•Page 75 of 510
図8.10の注1に以下のとおり文章を追記いたします。

【誤】

注1.　このレジスタはPRCRレジスタのPRC0ビットを“1”(書き込み許可 )にした後で書き換えてくだ
さい。

【正】

注1.　このレジスタはPRCRレジスタのPRC0ビットを“1”(書き込み許可 )にした後で書き換えてくだ
さい。また、fAD、f1、f8、f32、クロック源に周辺機能クロック源を選択した f2nを使用するすべて
の周辺機能を停止してから書き換えてください。
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•Page 101, 102 of 510
図9.5、図9.6、図9.7の注2を削除いたします。

【誤】

注2.　シングルチップモード時は、このレジスタに値を設定しないでください。

【正】

—削除—

•Page 108 of 510
表9.2のマルチプレクスバスのみのときのP4_0~P4_3の機能を以下のとおり訂正いたします。

【誤】

A16~A19または入出力ポート

【正】

入出力ポート

•Page 115 of 510
図9.15のデータバス幅が8ビットのときの波形を以下のとおり訂正いたします。

【誤】

図9.15 ALE信号とアドレスバス、データバス

(1) データバス幅が8ビットのとき

ALE

A0/D0~A7/D7 アドレス データ(注1)

A8~A15 アドレス

A16~A19 アドレス(注2)

(3) データバス幅が32ビットのとき

ALE

A0/D0~A15/D15 アドレス データ(注1)

A16~A19 アドレス(注2)

注1. 読み出すときはハイインピーダンスになりま
。す 

注2. 、入出力ポートに設定した場合は アドレスは
。出力されません 

A20/CS3 ~
A23/CS0 アドレスまたはCS

A20/CS3 ~
A23/CS0 アドレスまたはCS

(2) データバス幅が16ビットのとき

ALE

A0/D0~A15/D15 アドレス データ(注1)

A16~A19 アドレス(注2)

A20/CS3 ~
A23/CS0 アドレスまたはCS

D16~D31 データ(注1)
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【正】

図9.15 ALE信号とアドレスバス、データバス

(1) データバス幅が8ビットのとき

ALE

A0/D0~A7/D7 アドレス データ (注1)

A8~A15 アドレス

A16~A19 アドレス (注3)

(3) データバス幅が32ビットのとき

ALE

A0/D0~A15/D15 アドレス データ (注1)

A16~A19 アドレス (注3)

注1. 。読み出すときはハイインピーダンスになります 
注2. 不定値が出力されます。
注3. 、 。入出力ポートに設定した場合は アドレスは出力されません 

A20/CS3 ~
A23/CS0 アドレスまたはCS

A20/CS3 ~
A23/CS0 アドレスまたはCS

(2) データバス幅が16ビットのとき

ALE

A0/D0~A15/D15 アドレス データ (注1)

A16~A19 アドレス (注3)

A20/CS3 ~
A23/CS0 アドレスまたはCS

D16~D31 データ (注1)

不定 (注2)
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•Page 142 of 510
図11.8を以下のとおり訂正いたします。

【誤】

図11.8 割り込み優先順位判定回路
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【正】

図11.8 割り込み優先順位判定回路
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•Page 147 of 510
図11.13 IIO0IR~IIO11IRレジスタのb0の機能欄、注3本文をそれぞれ以下のとおり訂正いたします。

【誤】

b0:　何も配置されていない。書く場合、“0”を書いてください。読んだ場合、その値は“1”
注3. 当該ビットに機能が割り当てられている場合、“0”のみ書けます。“1”を書いても変化しません。
“0”を書く場合 ....

【正】

b0:　何も配置されていない。読んだ場合、その値は“1”
注3. 当該ビットに機能が割り当てられている場合、“0”のみ書けます。“1”は書かないでください。
“0”を書く場合 ....

•Page 149 of 510
11.14.3本文3項目目を以下のとおり訂正いたします。

【誤】

• INTiICレジスタ (i=6~8)のPOLビット、LVSビット、IFSR1レジスタの IFSR1jビット (j=i–6)で INTi端子
の有効エッジや有効レベルを切り替えたとき、IIOkIRレジスタ (k=9~11)の INTiRビットが“1”(割り込
み要求あり )になる場合があります。これらのビットは、IIOkIEレジスタの INTiEビットを“0”(割り
込み禁止 )にしてから書き換えてください。また、書き換えた後は、対応する INTiRビットを“0”(割
り込み要求なし )にしてから INTiEビットを“1”にしてください。

【正】

• INT6~INT8端子への割り込み入力信号は、IIO9IR~IIO11IRレジスタの INT6R~INT8Rビットにも接続さ
れています。これらインテリジェント I/O割り込みを使用することで、INT6~INT8端子への割り込み入
力をウェイトモード /ストップモードからの復帰要因として使用できます。なお、インテリジェント I/
O割り込みに割り付けられた外部割り込み信号は立ち下がりエッジのみが有効です。INTiICレジスタ
(i=0~8)のPOLビット、LVSビット、IFSR0レジスタの IFSR0iビット (i=0~5)、IFSR1レジスタの IFSR1j
ビット (j=i–6、i=6~8)の影響は受けません。

•Page 151 of 510
図12.2のWDC7ビットに対し、以下の注記を追加いたします。

【誤】

—なし—

【正】

注1.　このビットはウォッチドッグタイマ起動前に設定してください。
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•Page 181 of 510
図16.2を以下のとおり訂正いたします。

【誤】

図16.2 タイマBの構成
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【正】

図16.2 タイマBの構成
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•Page 214, 218 of 510
図17.3のINV13ビットの機能欄、図17.9のPWCONビットの機能欄をそれぞれ以下のとおり訂正いたします。

【誤】

INV13:　タイマAリロード制御信号が ...
PWCON: 奇数回目のタイマA出力

【正】

INV13:　タイマA1リロード制御信号が ...
PWCON: タイマA1リロード制御信号が“0”のときのタイマB2アンダフロー

•Page 218 of 510
図17.8のMR2、MR3ビットの説明文を以下のとおり訂正いたします。

【誤】

MR2: 三相モータ制御用タイマ機能では“0”にしてください
MR3: 何も配置されていない。書く場合、“0”を書いてください。読んだ場合、その値は不定

【正】

MR2: 何も配置されていない。書く場合、“0”を書いてください。読んだ場合、その値は不定
MR3: 三相モータ制御用タイマ機能では無効。書く場合、“0”を書いてください。読んだ場合、その値は不定

•Page 226 of 510
17.6.2本文の「オーバフロー」をすべて以下のとおり「アンダフロー」に訂正いたします。

【誤】

タイマB2がオーバフローする前後で、...
オーバフローまでに十分な時間があることを ...
オーバフローまでに十分な時間がない場合は、オーバフローするまで待った後 ...

【正】

タイマB2がアンダフローする前後で、...
アンダフローまでに十分な時間があることを ...
アンダフローまでに十分な時間がない場合は、アンダフローするまで待った後 ...

•Page 282 of 510
図19.5の注5本文を以下のとおり訂正いたします。

【誤】

DUSビットを“1”にする場合、DMACを設定してください。

【正】

変換結果をDMA転送する場合、DMACを設定してください。
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•Page 307, 308 of 510
図23.1左上の「INT0端子からの要求」、図23.2左上の「INT1端子からの要求」をそれぞれ以下のとおり訂正
いたします。

【誤】

図23.1　INT0端子からの要求
図23.2　INT1端子からの要求

【正】

図23.1　INT0端子または INT1端子からの要求
図23.2　INT0端子または INT1端子からの要求

•Page 312 of 510
図23.6のRST2ビットの機能欄、注3本文をそれぞれ以下のとおり訂正いたします。

【誤】

RST:　INTi端子への“L”入力で ...
注3.　グループ0の場合 INT0端子、グループ1の場合 INT1端子に“L”を入力すると ...

【正】

RST:　INT0/INT1端子への“L”入力で ...
注3.　IFS2レジスタでUDiZ信号用に選択した外部割り込み入力端子に“L”を入力すると ...

•Page 321 of 510
表23.2のベースタイマリセット条件の仕様を以下のとおり訂正いたします。

【誤】

•外部割り込み端子に“L”を入力
グループ0: INT0端子
グループ1: INT1端子

【正】

•外部割り込み端子 (INT0または INT1)に“L”を入力
グループ0: IFS2レジスタの IFS23~IFS22ビットで選択
グループ1: IFS2レジスタの IFS27~IFS26ビットで選択

•Page 323 of 510
図23.18左下の「INTi端子」を以下のとおり訂正いたします。

【誤】

INTi端子に“L”を入力

【正】

INT0/INT1端子に“L”を入力
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•Page 347 of 510
図23.36のOPOL、IPOLビットのビット名を以下のとおり訂正いたします。

【誤】

OPOL: ISTxD出力極性選択ビット
IPOL:　ISRxD入力極性選択ビット

【正】

OPOL: ISTXD2出力極性選択ビット
IPOL:　ISRXD2入力極性選択ビット

•Page 354 of 510
表24.2のスレーブアドレス一致検出の機能欄を以下のとおり訂正いたします。

【誤】

スレーブ送受信時、スレーブアドレスの検出を行い、...

【正】

スレーブ受信時、スレーブアドレスの検出を行い、...

•Page 359 of 510
24.1.4本文2行目を以下のとおり訂正いたします。

【誤】

データ送受信中は、I2CCCRレジスタのACKCLKビット以外のビットを書き換えないでください。

【正】

データ送受信中は、I2CCCRレジスタのACKDビット以外のビットを書き換えないでください。

•Page 367 of 510
24.1.7.3本文2~4行目を以下のとおり訂正いたします。

【誤】

TOSELビットを“1”に設定するとロングタイムが選択され、内部カウンタは16ビットカウンタとして機
能します。TOEビットを“0”に設定するとショートタイムが選択され、内部カウンタは14ビットカウンタ
として機能します。

【正】

TOSELビットを“0”に設定するとロングタイムが選択され、内部カウンタは16ビットカウンタとして機
能します。TOSELビットを“1”に設定するとショートタイムが選択され、内部カウンタは14ビットカウン
タとして機能します。
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•Page 375 of 510
24.3本文下から3~2行目の記載を以下のとおり訂正いたします。

【誤】

I2CCR0レジスタの ICEビットへの“0”書き込み (I2Cバスインタフェース有効 )、RSTビットへの ...

【正】

I2CCR0レジスタの ICEビットへの“0”書き込み (I2Cバスインタフェース機能停止 )、RSTビットへの ...

•Page 376, 377 of 510
図24.19、図24.22の基準クロックのシンボルをそれぞれ以下のとおり訂正いたします。

【誤】

図24.19　VIICの1.5サイクル
図24.22　VIICの0.5サイクル

【正】

図24.19　φIICの1.5サイクル
図24.22　φIICの0.5サイクル

•Page 383 of 510
図24.27下部のビット一覧を以下のとおり訂正いたします。

【誤】

リセット対象ビット

I2CCR0レジスタのBC2~BC0ビット
I2CSRレジスタのMSTビット (アービトレーションロスト時 )
I2CSRレジスタのTRXビット (スレーブ送信モードでNACK受信時 )

リセット対象ビット

I2CSRレジスタのTRSビット (スレーブデバイスのアドレッシングモードで、受信R/Wビットが“1”
のとき )

【正】

リセット対象ビット

I2CCR0レジスタのBC2~BC0ビット
I2CSRレジスタのMSTビット (アービトレーションロスト時 )
I2CSRレジスタのTRSビット (スレーブ送信モードでNACK受信時 )

セット対象ビット

I2CSRレジスタのTRSビット (スレーブ受信モードでアドレッシングフォーマット選択時に、受信し
た第一バイトのR/Wビットが“1”のとき )
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•Page 418 of 510
表26.3のROMコードプロテクト、IDコードプロテクトの保護対象を以下のとおり訂正いたします。

【誤】

【正】

•Page 495 of 510
28.5.3本文3項目目を以下のとおり訂正いたします。

【誤】

• INTiICレジスタ (i=6~8)のPOLビット、LVSビット、IFSR1レジスタの IFSR1jビット (j=i–6)で INTi端子
の有効エッジや有効レベルを切り替えたとき、IIOkIRレジスタ (k=9~11)の INTiRビットが“1”(割り込
み要求あり )になる場合があります。これらのビットは、IIOkIEレジスタの INTiEビットを“0”(割り
込み禁止 )にしてから書き換えてください。また、書き換えた後は、対応する INTiRビットを“0”(割
り込み要求なし )にしてから INTiEビットを“1”にしてください。

【正】

• INT6~INT8端子への割り込み入力信号は、IIO9IR~IIO11IRレジスタの INT6R~INT8Rビットにも接続さ
れています。これらインテリジェント I/O割り込みを使用することで、INT6~INT8端子への割り込み入
力をウェイトモード /ストップモードからの復帰要因として使用できます。なお、インテリジェント I/
O割り込みに割り付けられた外部割り込み信号は立ち下がりエッジのみが有効です。INTiICレジスタ
(i=0~8)のPOLビット、LVSビット、IFSR0レジスタの IFSR0iビット (i=0~5)、IFSR1レジスタの IFSR1j
ビット (j=i–6、i=6~8)の影響は受けません。

　表26.3　プロテクトの種類と特長

プロテクト ロックビットプロテクト ROMコードプロテクト IDコードプロテクト

保護対象 消去、書き込み 読み出し、消去、書き込み 読み出し、書き込み
: : : :

解除方法 FMRレジスタのLBDビッ

トを“1”(ロックビット無

効)にする

恒久的には上記操作の後、

該当ブロックを消去する

シリアルライタでプロテク

トビットがセットされたブ

ロックすべてを消去する

シリアルライタから正しい

IDコードを入力する

　表26.3　プロテクトの種類と特長

プロテクト ロックビットプロテクト ROMコードプロテクト IDコードプロテクト

保護対象 消去、書き込み 読み出し、書き込み 読み出し、消去、書き込み
: : : :

解除方法 FMRレジスタのLBDビッ

トを“1”(ロックビット無

効)にする

恒久的には上記操作の後、

該当ブロックを消去する

プロテクトビットがセット

されたブロックすべてを消

去する

シリアルライタから正しい

IDコードを入力する
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•Page 500 of 510
28.8.2本文の「オーバフロー」をすべて以下のとおり「アンダフロー」に訂正いたします。

【誤】

タイマB2がオーバフローする前後で、...
オーバフローまでに十分な時間があることを ...
オーバフローまでに十分な時間がない場合は、オーバフローするまで待った後 ...

【正】

タイマB2がアンダフローする前後で、...
アンダフローまでに十分な時間があることを ...
アンダフローまでに十分な時間がない場合は、アンダフローするまで待った後 ...

以上
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